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米国の STAR METRICS 事業の現状と今後の見通し























　全米科学振興協会（AAAS）は、2013 年 5 月 2 日～3 日に、ワシントン DC において AAAS 科学技
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　全米科学振興協会（AAAS ① ）は、2013 年 5 月 2
日～3 日に、ワシントン DC において AAAS 科学技
術政策年次フォーラム（AAAS Forum on Science 
and Technology Policy）を開催した1）。このフォー
ラムは、AAAS R&D Colloquium の名称で開催され









　全米科学振興協会（AAAS ① ）は、2013 年 5 月 2 日～3 日に、ワシントン DC において AAAS 科学
















よ び 政 策 的 枠 組 み（Budgetary and Policy 




America’s Science and Technology Pipeline 
:  Academic Innovation and Inclusive 
Excellence）
・より良い政府のための科学的洞察（Scientific 
































































・世 界 に 広 が る 教 室 に お け る 科 学・ 技
術・工学・数学分野の高等教育の再構想
（Re-imagining STEM ②  Higher Education in 
the Worldwide Classroom）
・環境に関する規制は、どの程度経済を阻
害 す る か（How Much Do Environmental 
Regulations Hurt the Economy?）
【パラレルセッション】
・米国の研究・イノベーションにおける民間慈
善団体の役割（Roles of Private Philanthropy 
in U.S. Research and Innovation）
・連 邦 政 府 研 究 開 発 支 援 に お け る 実 験
（Experiments in Federal R&D Support）
・誰が、どのようにインターネットをコント
ロ ー ル し た い の か（Who Wants to Control 
the Internet, and How?）
・科学技術専門家のためのメンタリング技能：
望ましい点と必要な点から（Mentoring Skills 
for Science and Technology Professionals: 
Both Desirable and Required）
・変化する特許の展望：異なる部門における賛否
（The Changing Patent Landscape: Cases For 
and Against Patents in Different Sectors）
【朝食・昼食のスピーチ】
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が 2012 年度実績に対し 6.7% 増の 31 億ドルとなる
イニシアチブで、100 万人の新たな科学技術分野の

































Plan for Science and Innovation）」 の 対 象 機 関
（NSF・DOE 科学室・NIST 研究室）の予算は 8%
増加している。しかし、その額は競争力強化法
（2010 年アメリカ COMPETES 再授権法⑨ ）に示
された授権予算の額を下回っている。
・製造業のイニシアチブについては、「米国を製
造 業 の マ グ ネ ッ ト と す る（Makes America a 
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　Arati Prabhakar DARPA 長官が、現代世界の軍事・
政治状況の下での同庁の役割や方向性について述べ


















農務省（USDA ⑬ ）、DOE の事例が報告された。
　Kathy Hudson NIH 科学アウトリーチ・政策担
当次長は、国立トレンスレーショナル科学前進セ

























いて Wing 氏は、各地に計 15 校設置されたインド
米国民の健康の改善、そして未来のバイオエコ
ノミーの構築のため、NIH ⑪ の予算は 313 億ドル
（1.5% 増）となっている。
・高い技能を持つ人材育成のため、STEM の分野の

























研究ネットワーク（LTAR ⑲  Network）等の同省の
特徴的なプログラムについて説明を行った。
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① AAAS：American Association for the Advancement of Science
② STEM：Science, Technology, Engineering and Mathematics
③ DARPA：Defense Advanced Research Projects Agency
④ OSTP：Office of Science and Technology Policy
⑤ NSF：National Science Foundation
⑥ DOE：Department of Energy
⑦ NIST：National Institute of Standards and Technology
⑧ NASA：National Aeronautics and Space Administration
⑨アメリカ COMPETES再授権法：America Creating Opportunities to Meaningfully Promote Excellence 
in Technology,Education, and Science Reauthorization Act of 2010 （America COMPETES 
Reauthorization Act of 2010）
⑩ USGCRP：U.S. Global Change Research Program
⑪ NIH：National Institutes of Health
⑫ ARPA：Advanced Research Projects Agency
⑬ USDA：Department of Agriculture
⑭ NCATS：National Center for Advancing Translational Sciences
⑮ BRAIN：Brain Research through Advancing Innovative Neurotechnologies
⑯ CRADA：Cooperative Research and Development Agreement
⑰ ATIP：Agricultural Technology Innovation Partnership 
⑱ CAP：Coordinating Agriculture Projects
⑲ LTAR：Long-Term Agroecosystem Research
⑳ BRCs：Bioenergy Research Centers 
○21 EFRC：Energy Frontier Research Centers 
○22 OIRA：Office of Information and Regulatory Affairs
○23 MOOCs：Massive open online courses
1）　AAAS Forum on Science & Technology Policy, 2013 年 6 月 12 日：http://www.aaas.org/spp/rd/forum/
2）　Office of Science and Technology Policy （OSTP） R&D Budgets, 2013 年 6 月 12 日：
http://www.whitehouse.gov/administration/eop/ostp/rdbudgets
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出典：








4）　科学アカデミー創立 150 周年式典でのオバマ大統領の発言（Remarks by the President on the 150th Anniversary of 
the National Academy of Sciences）, 2013 年 6 月 12 日：
http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/04/29/remarks-president-150th-anniversary-national-academy-sciences





2011 年度より実施しています。以下の図は、第 2 回となる 2012 年度の調査における研究費に関す
る意識調査の結果ですが、科学技術に関する政府予算（Q2-16）や、基盤的経費（Q1-18）については、
多くの機関の研究者が、前年と同様、「不充分との強い認識（雨マーク）」または、「著しく不充分との


































出典：文部科学省作成資料（参考文献 3）およびAPDU News Letter（参考文
献 4）をもとに科学技術動向研究センターにて作成
1 はじめに
STT136_レポート2(web用に修正).indd   11 13/07/12   15:57
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STAR METRICS とは？2-1
　STAR METRICS とは、“Science and Technology 
for America’s Reinvestment: Measuring the Effect 













えて、2009 年 1 月 21 日付けのオ－プンガバメント
に関する大統領覚書（Presidential Memorandum 
on Transparency and Open Government）と、2009
年 12 月 8 日付けの行政管理予算局覚書（Office of 
























































科学研究の投資効果測定を目指す米国の STAR METRICS 事業の現状と今後の見通し
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表 2　STAR METRICS の計画・目標の推移
事業推進体制の変更・強化3-2





























　STAR METRICS で は、 大 変 な 試 行 錯 誤 の 末
に 2012 年 4 月に事業目標が修正された。当初は、
フェーズ 1 とフェーズ 2 という 2 段階の計画が、レ



































関である Purdue 大学と Indiana 大学に関する 2011
財政年度における連邦科学投資による雇用誘発効果
に関する情報について可視化した例である。
図 1　レベル 1 の成果例（1）：STAR METRICS に参加し
ている州別機関数
図 2　レベル 1 の成果例（2）インディアナ州における連
邦科学投資のもたらす雇用誘発効果：大学キャンパ
ス別の被雇用数の可視化
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図 3　成果実装イメージ例：外部研究資金による下院選挙
区別雇用誘発効果（Purdue 大学および Indiana 大学）
出典：参考文献 2
1）　Update on the State of STAR METRICS, George Chacko：http://sites.nationalacademies.org/PGA/fdp/PGA_081164
2）　STAR Metrics:  Data Consistency, Marietta Harrison：http://sites.nationalacademies.org/PGA/fdp/PGA_081164
3）　科学技術学術審議会総会（第 36 回）平成 23 年 5 月 31 日資料 1「科学技術イノベーション政策のための「政策のため
の科学」の推進について」：
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu0/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2011/07/01/1307169_01.pdf
4）　Science and Technology for America’s Reinvestment Measuring the Effects of Research on Innovation, 




















① ARRA：American Recovery and Reinvestment Act of 2009
② FOIR：Freedom of Information Act
③ OSTP：White House Office of Science and Technology Policy
④ NSF：National Science Foundation
⑤ NIH：National Institute of Health
⑥ FDP：Federal Demonstration Partnership
⑦ SciSIP：Science of Science & Innovation Policy program
⑧ DOD：United States Department of Defense
⑨ AAU：the Association of American Universities
⑩ APLU：the Association of Public and Land Grant Universities
⑪ EPA：Environmental protection Agency
⑫ USDA：United States Department of Agriculture
⑬ DOE：United States Department of Energy
⑭ EBM：Evidence-based medicine
⑮ NLM：National Library of Medicine
⑯ NCBI：National Center for Biotechnology Information
⑰ IR：Institutional Research
参考文献
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6）　Contact: Kevin Boatright, Office of Research & Graduate Studies, 785-864-7240, Associate vice chancellor accepts 
visiting assignment with the National Science Foundation, May 21, 2012：
http://archive.news.ku.edu/2012/may/21/rosenbloom.shtml
7）　Office of Management and Budget （OMB） Memorandum: Presidential Memorandum on Transparency and Open 
Government （Jan. 21, 2009）：
http://www.whitehouse.gov/sites/default/files/omb/assets/memoranda_fy2009/m09-12.pdf
8）　Office of Management and Budget （OMB） Memorandum: Open Government Directive（Dec. 8, 2009）：
http://www.whitehouse.gov/sites/default/files/omb/assets/memoranda_2010/m10-08.pdf
9）　RESEARCH INSTITUTION PARTICIPATION GUIDE, in STAR METRICS website：
https://www.starmetrics.nih.gov/Star/Participate#calculatingjobs
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構築の推進に関する検討、2012 年 11 月、科学技術政策研究所　科学技術基盤調査研究室














　ガバメント 2.0 とは、（米）オライリ ・ーメディア








































1 はじめに―ガバメント 2.0実現への 2 つ方向性
19
ガバメント 2.0―データガバメントと住民参加型行政の 2 つの方向性―
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原則を示した3）。この様な背景から生まれたのが、















る。このような Do It Ourselves 型の公共政府も、ロー





る。特に進んでいるのが図表 1 に示す米国の data.
gov5）で、2013 年 4 月末時点で、171 の行政機関が
参加し、373,029 のデータセットと、1,209 のデータ
ツールを提供している。また、312 のアプリと 137
のモバイルアプリも提供している。（7 月 2 日時点
では、75,714 のデータセット、137 のモバイルアプ
リと 349 の投稿アプリ、295 の政府 API を提供し
ている。）








gov.au は、114 の行政機関が参加し、1,126 のデー
タセットと 20 のアプリが提供されている。
　データセットは、加工や分析が可能なマシン
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月 1 日から 28 日まで）を開設し、オープンデータ
に関する意見募集を行った。
　2013 年 6 月に、高度情報通信ネットワーク社会
推進戦略本部は「世界最先端 IT 国家創造宣言」9）を








































インフラ整備などを評価した Web Index 2012 が











































び 医 者 ） の パ
フォーマンスに



















公表されており、図表 3は、上位 20 カ国について
のスコアである。トップの米国がスコア 1.407 であ
るのに対して 19 位の日本のスコアは 0.487 である。
　著者 Jose M. Alonso 氏も指摘しているとおり、
Web Index 2012 の総合評価トップのスウェーデン
がオープンデータインデックスでは 30 位（スコア
0.205）となるのは興味深い現象である。総合評価
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限 ら な い。 そ こ で、
米国の「Code for America」18）という試みが参考に
なる。





























ガバメント 2.0―データガバメントと住民参加型行政の 2 つの方向性―















　ガバメント 2.0 の向かうもう 1 つの方向は、住民





や地方自治体とを結びつける Code for America の
ような仕組みも重要である。
1）　日本再興戦略 -JAPAN is BACK- （平成 25 年 6 月 14 日）：
http://www.kantei.go.jp/jp/kakugikettei/2013/__icsFiles/afieldfile/2013/06/20/20130614-04.pdf
2）　“Gov 2.0: It's All About The Platform” by Tim O’Reilly （Sep. 4th, 2009, TechCrunch）：
http://techcrunch.com/2009/09/04/gov-20-its-all-about-the-platform/
3）　“Transparency and Open Government” （Memorandum for the heads of executive departments 




6）　Wolfram¦Alpha：http://www.wolframalpha.com/   および
科学技術政策研究所講演録 -246「Wolfram¦Alpha: 情報、計算、そして知の新時代」（2009 年 10 月）
7）　新たな情報通信技術戦略（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 , 平成 22 年 5 月 11 日）：
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/100511honbun.pdf
8）　オープンガバメントラボ：http://www.openlabs.go.jp/
9）　「世界最先端 IT 国家創造」宣言（平成 25 年 6 月 14 日）：
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pdf/it_kokkasouzousengen.pdf
10）  データシティ鯖江：http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=11552
11）  WHERE DOES MY MONEY GO?（税金はどこへ行った？）：http://spending.jp/
12）  （独）防災科学技術研究所強震観測網（K-NET, KiK-net）：http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/
13）  Web Index 2012 （World Wide Web Foundation）：http://thewebindex.org/2012/10/2012-Web-Index-Key-Findings.pdf
14）  Introducing the open Data Index：http://www.webfoundation.org/2012/09/introducing-the-open-data-index/
15）  NHK、クローズアップ現代「ガバメント 2.0 市民の英知が社会を変える」：
http://www.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail_3326.html
16）  FixMyStreet：http://www.fixmystreet.com/
17）  FixMyStreet Japan：https://www.fixmystreet.jp/
18）  Code for America：http://codeforamerica.org/
参考文献
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オランダ・フードバレーの取り組みとワーヘニンゲン大学の役割
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　日本にとって、食と農の競争力強化は、今後の国の



























































　オランダは国土面積 4.15 万 km2（九州 4.22 万























































































































































































































































































































































1） 「日本再興戦略 -JAPAN is BACK-」pp. 79-83,  2013 年 6 月：
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/saikou_jpn.pdf
2） FAOSTAT “Trade-Detailed trade data （September 2012）”, Food and agriculture organization of the United 
Nations, 2013.6
3） 結城正明「都市型健康・ソフトバイオ産業クラスター形成の戦略に関する研究：バイオ技術の応用とソフトなサービ
ス産業との融合」創造都市研究 e , Vol. 2, pp. 1-23, 2007
4） ワーヘニンゲンURホームページ “Wageningen UR / For quality of life”, 2013 年 5 月：
http://www.wageningenur.nl/en.htm
5） “2011 Annual Report”, Wageningen UR, 2012.6
6） “Strategic Plan 2011- 2014”, Wageningen UR, 2011.7
7） メンスィンク、アナマリ・ヌラ「小国オランダが世界の食・農業をリードする」農業経営者 2011 年 2 月号
8） 「オランダ・フードサイエンス最前線 / Food for Thought」オランダ経済省企業誘致局、2013 年 5 月：
http://www.nﬁ a-japan.com/
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みとして、2005 年から 2015 年までの 10 年間にわた
り、地球観測の先進国政府が参加する「GEO（ジオ、
Group on Earth Observation）」注 1） の地球観測活動
として、「GEOSS10 年実施計画」が推進されている。

































地球観測タスクフォース（NEOTF）注 2） を 2010






















































　また今回の戦略では SBA は 12 分野が定義さ
れている。地球観測戦略の付録 B には、各 SBA
の簡単な説明に続いて、代表的な課題が列挙さ
れている。12 分野で 188 の課題があげられてお













































































































を、GEOSS の 9 つの公共的利益分野および我が国
の地球観測戦略でまとめられた 15 の分野と対比し
てみた。図表 2 は GEOSS の公共的利益分野に対し
て米国と日本のそれぞれの分野がどのように対応
しているかを示している注 3）。














































サミットでも言及された「GEOSS」の推進―」、 科学技術動向、No.54、2005 年 9 月号
　　http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt054j/0509_03_feature_articles/200509_fa03/200509_fa03.html









䐗⏍∸ኣᵕᛮ㻃 ⏍∸ኣᵕᛮ㻃 䠃䠀 ᆀ⌣Ὼᬦ໩㻃













































3）　地球観測の推進戦略　平成 16 年 12 月 27 日、総合科学技術会議
　　http://www8.cao.go.jp/cstp/output/iken041227_1.pdf
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17 民生用超高効率ヒートポンプ（空調機用COP（エネルギー効率）≧ 8、給湯用COP≧ 6、排熱回収も含む）
2017
2018
2022
2020
11 自然エネルギー、自然通風、自然採光、及び雨水・地下水等の利用を可能とするエネルギー自立型建築技術
2013
2017
2020
2024
8 電力効率を向上させ日本の総発電量を 20%削減することのできるスマートグリッド技術
2019
2018
2026
2025
18
オール電化住宅で、太陽光発電と二次電池の組み合わせに
より、100万円以下で安定的に供給可能な約 90%の電力量
を賄える家庭向け電力貯蔵用電池技術　
2019
2018
2026
2025
3
都市部や住宅地域において街区単位で自然・未利用エネル
ギーを活用（建物間で電力・熱・水などを融通）し、物質
循環と一体となった面的利用エネルギーシステム
（都市部のヒートアイランド現象を緩和し、都市部でも郊外
でも低炭素コミュニティづくりに寄与する）　
2017
2018
2025
2026
27
ネットワークインフラの発達により、居住・仕事の物理的
場所の差がなくなり、リアルなオフィスに代わってバーチャ
ル・オフィスが主流になる
2016
2020
2025
2027
23
ナノフォトニック技術などにより、消費電力が 1/1000 に
低減されたネットワークノード
（コンピュータやルータなど）
2020
2023
2027
2028
36
人口減少に伴って市街地を縮小する際、水循環と生態系、
および生活文化の持続性を踏まえた、土地利用戦略が創り
出され、コンパクトなインフラ計画による自然共生型の市
街地が形成される
̶
2027
2031
̶
25
情報の伝達・蓄積システムに係る必要エネルギー量が 2010
年と比較して、100万分の 1（取り扱い情報量で正規化）
になるグリーン ICT システム
2030
2031
̶
2036
2031
̶
5
2
5
4
年数
年数
7
7
7
7
7
7
7
5
6年以上
9
7
8
8
社会的実現
予測実現時期（年）
技術的実現
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→本調査結果（●社会的実現年）
　科学技術・学術政策研究所では、東日本大震災直後の計画停電や夏冬の節電経験を
踏まえて、持続可能な節電に関する調査を実施しました。将来節電が普及した社会の
姿や、そうした社会を実現させるために必要な技術、技術では解決しない社会システ
ムの課題など、節電に関係する産業界の方を中心に、ワークショップを開催して持続
可能な社会に寄与する研究等について検討しました。
　報告書（調査資料 -220）では、節電に関する科学技術課題の将来予測調査（デルファ
イ調査）とシナリオ分析の結果についてまとめています。デルファイ調査では、東日
本大震災前後による各課題の実現時期の変化についても調査・分析しています（図表
参照）。また、生活シーン別、社会像別にシナリオライティングを行いました。結論
として、持続可能な節電を実現するための提案として、以下の2点について具体的に
示しています。
　　①節電に関係するデバイスや材料などの研究開発の推進
　　②電力インフラに関係する人材育成と社会システム改革の検討と推進
　詳細につきましては、以下のWebサイトよりご覧ください。
　http://data.nistep.go.jp/dspace/handle/11035/1197
「持続可能な節電に関する調査～デルファイ調査と
シナリオ分析による将来展望」の結果を公表
